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調査概要
○目 的：本調査は、社会経済情勢の急激な変化や個人の生き方の多様化により変化し

ている、男女共同参画についての県民の意識や実態を把握することを目的と

して実施したものである。

○調査対象：県内に居住する２０歳以上の男女３，０００人

○調査期間：平成２１年７月１日～８月３１日

○回収状況：１,０４３人（有効回収率３４．８％）

女性５７５人、男性４６４人 （性別不明 ４人）

〈内 訳〉
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●用語説明
「男女共同参画社会」

男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野の活動

に参画し、均等に政治的、経済的、社会的および文化的利益を享受することができ、

かつ、共に責任を担うべき社会
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１．男女平等に関する意識

◆ ｢男は仕事、女は家庭｣という考え方に４５．３％が｢同感しない｣
「男は仕事、女は家庭」など性別によって役割を固定する考え方について、「同感す

る」との回答は、女性の 9.9％に対し、男性は 14.4％です。

一方「同感しない」の割合は、昭和 62 年以来一貫して増加し、平成 11 年調査で初めて

４割となりました。今回の調査でも女性 45.9％、男性 44.6％と男女ともに半数近くを占め

ており、少しずつ意識が変わっていることがうかがえます。

12.1

12.2

14.0

10.0

20.0

9.9

10.1

14.4

15.1

45.3

43.7

40.0

35.0

34.0

45.9

44.3

44.6

43.2

38.4

40.0

45.0

47.0

44.0

39.7

41.4

37.1

37.9

1.5

2.2

1.0

8.0

1.0

1.9

2.3

1.1

1.9

2.8

1.9

2.6

1.9

2.8

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成21年

(n=1,043)

平成16年

(n=1,511)

平成11年

(n=1,560)

平成７年

(n=1,592)

昭和62年

(n=2,952)

平成21年

(n=575)

平成16年

(n=875)

平成21年

(n=464)

平成16年

(n=630)

同感する 同感しない どちらともいえない わからない 無回答

全

体

女

性

男

性

9 .3

7 .6

6 .1

5 .3

10 .6

21 .3

16 .7

9 .0

6 .0

19 .5

11 .7

22 .9

55 .6

47 .8

51 .0

51 .8

39 .0

35 .1

3 7 .5

43 .3

5 8 .2

40 .2

4 6 .1

39 .6

33 .3

44 .6

40 .8

37 .7

44 .7

33 .0

41 .7

41 .8

34 .3

35 .4

39 .1

3 3 .3

1 .9

1 .8

1 .6

4 .3

4 .2

4 .5

1 .5

3 .5

1 .5

3 .1

4 .2

0 % 1 0 % 2 0 % 3 0 % 4 0 % 5 0 % 6 0 % 7 0 % 8 0 % 9 0 % 1 0 0 %

20～ 29歳 :女 性 (n=54 )

30～ 39歳 :女 性 (n=92 )

40～ 49歳 :女 性 (n=98 )

50～ 59歳 :女 性 (n =114 )

60～ 69歳 :女 性 (n =123 )

70歳 以 上 :女 性 (n=94 )

20～ 29歳 :男 性 (n=24 )

30～ 39歳 :男 性 (n=67 )

40～ 49歳 :男 性 (n=67 )

50～ 59歳 :男 性 (n=82 )

60～ 69歳 :男 性 (n =128 )

70歳 以 上 :男 性 (n=96 )

同 感 す る 同 感 しな い ど ち らともいえ な い わ か らな い 無 回 答

女 性

男 性

「男は仕事、女は家庭」という考え方について（単一回答）

年齢別に｢同感する｣と答えた人の

割合を見ると、女性は 70 歳代

(21.3％)が一番高く、次いで 60 歳

代(10.6％)、20 歳代(9.3％)でし

た。

男性は 70 歳代(22.9％)、次いで

60 歳代(19.5％)、20 歳代(16.7％)

です。男女とも 3番目が 20 歳代と

なっています。
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◆ 多くの場面で男性の優遇感が強い
「学校教育の場」、「法律や制度の上」以外の場面では、いずれも｢男性が優遇されている｣

の割合が６割から７割を占めています。

平成 21 年内閣府世論調査と比較すると、各項目について｢男性が優遇されている｣は本県

調査とほぼ同様の割合でしたが、「家庭生活」においては本県では 58.1％と内閣府調査の

46.5％に比べ高い数値となりました。

10.5

16.5

2.6

23.5

8.1

21.2

10.4

47.6

47.2

12.0

41.3

29.6

53.3

59.0

28.0

19.7

59.5

18.2

36.9

11.2

14.4

4.7

4.4

3.1

0.9

5.3

2.0

3.7

0.7

0.7

0.6

0.1

0.5

0.2

0.8

5.7

6.6

15.9

11.1

13.6

7.2

7.4

3.0

5.0

6.3

4.9

6.0

4.9

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ａ．家庭生活

n=1,043

ｂ．職 場

n=1,043

ｃ．学校教育の場

n=1,043

ｄ．政治の場

n=1,043

ｅ．法律や制度の上

n=1,043

ｆ．社会通念・慣習

・しきたり

n=1,043

ｇ．社会全体

n=1,043

男性の方

が非常に

優遇されて
いる

どちらかと

いえば男性

の方が優遇
されている

平等である どちらかとい

えば女性の

方が優遇さ
れている

女性の方が

非常に優遇

されている

わからない 無回答

『男性が優遇されている』 『女性が優遇されている』

男女の地位の平等感（単一回答）
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２．家庭について

◆ 家事・育児などへの男性の参加を進めるために必要なこと
｢家事・育児・介護・地域活動等への男性の参加を進めるために必要なこと｣をたずねた

ところ、｢夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること｣が対象者の 66.6%で最も

多く、次いで｢職場の中で、男性による家事、育児、介護、地域活動等についても理解し、

支援すること｣(56.7%)、｢家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこ

と｣(54.7%)となりました。｢労働時間の短縮や休暇制度を普及すること｣、｢特に必要なこと

はない｣の質問以外は、すべて男性より女性の回答率が高く、女性の関心度が高いことがう

かがわれます。

54.7

20.6

66.6

56.7

44.0

49.8

24.8

23.7

26.8

3.5

4.7

61.7

23.1

68.7

61.9

42.1

55.7

28.5

25.4

27.1

2.8

3.7

46.3

17.5

64.2

50.2

46.6

42.7

20.5

21.8

26.7

4.3

5.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

家事などに参加することに対する

男性自身の抵抗感をなくすこと

男性が家事などに参加することに

対する女性の抵抗感をなくすこと

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること

職場の中で、男性による家事、育児、介護、

地域活動等についても理解し、支援すること

労働時間の短縮や休暇制度を普及すること

社会の中で、男性による家事、子育て、介護、

地域活動についても、その評価を高めること

国や地方自治体などの研修等により、男性の

家事や、子育て、介護等の技能を高めること

男性が育児や介護、地域活動を行うための、

仲間（ネットワーク）作りを進めること

家庭や地域活動と仕事の両立などの問題に

ついて、男性が相談しやすい窓口を設けること

その他

特に必要なことはない

（％）

全体(n=1,043)

女性(n=575)

男性(n=464)

家庭内の役割分担の現状と理想（複数回答）
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３．仕事について

◆ 男性が育児休業などを取ることは賛成だが、現実には取りづらい
｢男性が育児・介護休業を取ることができるが、このことについてどう思うか｣の質問に

ついて、男女ともに｢取ることは賛成だが、現実には取りづらい｣が71.1%でもっとも高く、

およそ4人に3人が賛成だが取りにくいと考えています。

そこで、理由についてたずねると、｢男性が取ることについて、社会全体の認識が十分にな

い｣(41.9%)、｢取ると仕事上の人に迷惑がかかる｣40.7%(前回 37.2%)、｢職場に取りやすい雰

囲気がない｣(32.6%)などの回答率が高くなりました。

13.6

32.6

20.1

40.7

9.8

23.0

41.9

1.6

11.1

35.1

17.9

40.5

10.1

25.1

43.5

1.5

16.8

29.6

22.8

40.7

9.6

20.7

39.8

1.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

1 2 3 4 5 6 7 8

（％） 全体(n=741) 女性(n=407) 男性(n=334)

過去に

取った男性

がいない

職場に

取りやすい

雰囲気が
ない

仕事が

忙しい

取ると仕事

上周りの人

に迷惑が
かかる

取ると人事

評価や昇給

などに悪い
影響がある

取ると

経済的に

困る

男性が取る

ことについて

社会全体の
認識が十分

にない

その他

◆ 女性が仕事を続けていくために必要な支援は
｢女性が仕事を続けるためどのような支援改善が必要だとおもいますか｣に対しては、｢家

族や周囲の理解と協力があること｣(66.7%)、｢育児や介護のための施設を充実すること｣

(57.3%)、｢育児や介護の休業利用者が不利な扱いを受けず、身分保障がされていること｣

(48.9%)、｢パートタイマーや派遣労働者の労働条件をよくすること｣(37.2%)などが男女と

もに高い数値となりました。

66.7

57.3

48.9

17.4

37.2

22.2

4.1

67.8

57.4

48.9

16.5

41.0

23.3

3.1

65.5

57.3

48.7

18.5

32.5

20.9

5.4

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

女性が働くことに対し、

家族や周囲の理解と協

力があること

育児や介護のための施

設を充実すること

育児や介護の休業利用

者が不利な扱いを受け

ず、身分保障がされてい

ること

給与などで男女間格差

をなくすこと

パートタイマーや派遣労

働者の労働条件をよくす

ること

在宅勤務やフレックス制

をもうけること

これから起業しようとす

る人への支援を充実す

ること

（％）

全体(n=1,043)

女性(n=575)

男性(n=464)

男性が育児・介護休業を取ることは賛成だが、現実には取りづらい理由（２つ回答）

女性が仕事を続けていくためにどのような支援改善が必要か（２つ回答）
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４．地域活動について

◆ 女性が活動しにくい意識や慣習
｢自治会などの地域の集まりや作業に女性が参加できにくい｣と考えている方（288人、

27.6％）に、｢それはどのような雰囲気や状況ですか｣とたずねました。

男女別にみると、女性は「地域の活動で女性が発言することはでしゃばりと思われがち

である」（45.6％）の割合が前回（43.7％）同様に一番高くなりました。

一方、男性は「決定事項については、従来、男性が取り仕切っているので女性が口をはさ

みにくい」（40.0％）が前回調査（47.9％）に比べ減り、「主に男性が中心になっている活

動と女性が中心になっている活動に分かれている」（42.7％）が前回調査（35.0％）に比べ

増えています。

18.5

39.1

33.5

39.5 38.1

3.9

14.2

18.7

38.6

27.5

42.1

45.6

4.1

12.9

18.2

40.0
42.7

35.5

26.4

3.6

16.4

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

1 2 3 4 5 6 7

（％）

全体(n=281) 女性(n=171) 男性(n=110)
無記入・不明回答は除く

役員は男性

のみで女性

の意見が受
け入れられ

にくい

決定事項は

従来男性の

取り仕切りで
女性が口を

はさみにくい

主に男性が中

心になってい

る活動と女性

が中心になっ

ている活動に

分かれている

お茶だしや茶

碗洗い等は

女性だけがす
るなど暗黙の

役割分担が

ある

地域の活動で

女性が発言

することはで
しゃばりと思わ

れがちである

地域活動に

自由に参加

できるような
家族の理解

や協力がない

参加する女性

側の努力がま

だ足りない

５．子どもの教育について

◆ 女の子は女の子らしく、男の子は男の子らしく育てる方がよいか
｢子どものしつけや教育について、女の子は女の子らしく、男の子は男の子らしく育てる

方がよいか｣については、｢賛成｣｢どちらかと言えば賛成｣をあわすと 6 割となっています。

男女別に見ると、｢賛成｣｢どちらかと言えば賛成｣が男性 71.1％に対して女性は 57.1％と

男性は賛成率が高く、一方｢どちらかと言えば反対｣｢反対｣は、男性が 13.8％に対して女性

は 22.4％で、女性は反対率が高くなりました。

29.3
33 .9

10.6
7 .9 8 .5

23 .5

33.6

13.4
9.0 10.4

36.6
34 .5

7.3 6 .5 6.3

0

20

40

60

80

賛成 どちらかと言えば

賛成

どちらかと言えば

反対

反対 分からない

（％）

全体(n=1,043) 女性 (n=575) 男性 (n=464)

女の子は女の子らしく、男の子は男の子らしく育てる方がよい（単一回答）

女性が活動しにくい状況の内容（２つ回答）
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６．ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ：夫婦・恋人間の

暴力）について

◆ 全体の６人に１人が何度も被害体験あり
ドメスティック・バイオレンスの被害状況を「身体への攻撃」、｢威嚇・おどし｣、｢精神

的・経済的に追いつめること｣、｢性に関すること｣に分けそれぞれ項目立てをし、この項目

のいずれかの被害に｢一度でもあった｣と答えた人は 460 人・44.1％でした。そのうち一つ

でも｢何度もある｣と答えたのは 171 人（女性 128 人、男性 43 人）・16.4％で、全体の 6 人

に１人が何度もあると答えています。女性については 128 人・22.3％で、5人に１人となり

ます。

女性が受けた暴力の形態をみると、「威嚇・おどし」（33.4％）が最も多く、次いで「精

神的・経済的に追いつめること」（29.6％）、「身体への攻撃」（24.2％）、「性に関すること」

（16.5％）となっています。

15 .9

13 .1

19 .3

19 .6

16 .4

18 .6

10 .2

3 .2

8 .3

2 .4
14 .1

6 .5
13 .2

3 .0
6 .3

0 .9

0 .0 10 .0 20 .0 30 .0 40 .0 50 .0

女性

(n=575)

男性

(n=464)

女性

(n=575)

男性

(n=464)

女性

(n=575)

男性

(n=464)

女性

(n=575)

男性

(n=464)

（％）

１度でもある うち何度もある

身体への攻撃

威嚇・おどし

精神的・経済的に

追いつめること

性に関すること

24.2

15 .5

33 .4

26 .1

29 .6

21 .6

16 .5

4 .1

◆ 相談は｢家族・親族｣｢友人・知人｣
一度でも被害にあったと答えた人のうち、誰かに打ち明けたり相談したりしたのは 77

人・16.7％でした。

そのうち｢どこに相談しましたか｣については、｢家族・親族｣、｢友人・知人｣と答えた人

が大変多く、公的機関等への相談は少ないことがわかります。

5.2
0.0

3.9 1.3 2.6
6.5

64.9

54.5

5.2

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

警察 婦人相談所 その他の公的

機関（役所の

相談窓口な

ど）

人権擁護委員

会、民生委

員、自治委員

民間の機関

（弁護士会な

ど）

医師 家族・親戚 友人・知人 その他

（％） (n=77)

ＤＶの被害体験（複数回答）

相談した人・場所（複数回答）
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◆ 「相談するほどのことではない」｢自分にも悪いところがある｣という意識
被害者のうち｢相談しなかった｣と答えた方に理由をたずねたところ、「相談するほどの

ことではないと思った」（55.7％）との回答が前回調査同様に最も多く占め、次いで「自分

にも悪いところがあると思った」（45.3％）、「自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっ

ていけると思った」（28.0％）、｢相談しても無駄だと思った｣（26.7％）、｢恥ずかしくてだ

れにも言えなかった｣（19.5％）などの回答率が高くなりました。

6.8

19.5

26.7

4.9
1.3

28.0

8.1

16.6

7.2

45.3

55.7

4.9

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（％） (n=307)

どこ〔だれ〕

に相談してよ

いのか

わからな

かった

恥ずかし

くてだれ

にも言え

なかった

相談して

も無駄だ

と思った

相談した

ことがわか

るともっと

ひどい暴力

を受けると

思った

相談窓口な

どの担当者

の言動によ

り不快な思

いをすると

思った

自分さえ

我慢すれば

なんとかこの

ままやってい

けると思った

世間体

が悪い

他人を巻き

込みたくな

かった

そのことに

ついて思い

出したくな

かった

自分にも

悪いところ

があると

思った

相談する

ほどのこと

ではないと

思った

その他

７．セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ）

◆ 女性の４割が被害を体験
セクシュアル・ハラスメントの被害体験者は 319 人で、回答者全体の 30.6％を占め、被

害体験者に占める女性の割合は 74.6％でした。男女別では女性が 41.3％、男性が 17％を占

めています。

女性の被害体験の多かった項目は、「性的な話や冗談を言う」（23.7％）、「｢女のくせに｣

｢女だから｣と言う」（22.6％）、「容姿や年齢について話題にしたりする」（21.7％）などで

す。

22.6

13.7

23.7

6.3

21.7

3.0

13.7

18.3

3.8

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0（％）

ａ．「女のくせに｣｢女だから｣と言う

ｂ．結婚や出産など、プライベートなことに

ついてしつこく言う

ｃ．性的な話や冗談を言う

ｅ．容姿や年齢について話題にしたりする

ｆ．性的な内容の手紙やメール、電話を

したりする

ｄ．性的なうわさを流す

ｇ．宴会などでお酒やデュエット、ダンス

を強要する

ｈ．さわる、抱きつく

ｉ．地位や権限を利用して、性的関係を

迫る

女性(n=575)

相談しなかった理由（複数回答）

セクシュアル・ハラスメントの被害体験（女性）（複数回答）
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８．男女共同参画社会の実現に向けて

◆ 家庭生活と職業生活や地域活動とが両立できる環境づくり
｢男女共同参画社会の実現に向けて、県は今後どのような分野に力を入れていくべきだと

思うか｣に対して、男女ともに「家庭生活と職業生活や地域活動とが両立できる環境づくり

を進める」（57.6％）を望む声が最も高く、次いで「男女共同参画意識を高める」（38.5％）、

｢多様な働き方ができる場をつくる｣（31.9％）、｢女性のチャレンジを支援する｣（26.9％）、

｢政策･方針決定過程への女性の参画を進める｣（25.8％）、｢科学技術、防災、地域おこし、

環境といった新しい取組を必要とする分野における共同参画を推進｣（23.1％）、｢男女間の

あらゆる暴力をなくす｣（18.0％）などの声が多かった。

25.8

38.5

11.5

18.0

57.6

31.9

26.9

23.1

1.3

3.1

5.9

23.1

35.7

10.4

19.7

59.1

36.3

27.8

20.0

1.6

2.8

7.5

29.3

42.2

12.7

16.2

56.0

26.5

25.9

26.9

1.1

3.4

4.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

政策･方針決定過程への

女性の参画を進める

男女共同参画意識を高める

生涯を通じた男女の姓と健康を守る

男女間のあらゆる暴力をなくす

家庭生活と職業生活や地域活動

とが両立できる環境づくりを進める

多様な働き方ができる場をつくる

女性のチャレンジを支援する

新しい取組における共同参画を推進

その他

特にない

わからない

（％）

全体(n=1,043)

女性(n=575)

男性(n=464)

男女共同参画社会づくりのための意識調査報告書
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